
　

こ
の
数
年
、
格
差
社
会
と
少
子

高
齢
化
が
も
の
す
ご
い
速
さ
で
進

む
日
本
。
18
町
会
が
属
す
る
こ
の

第
二
地
区
で
も
、
め
っ
き
り
子

ど
も
の
姿
は
少
な
く
な
り
、
毎
朝

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
し
た
子
ど

も
の
声
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
送
迎

車
の
音
へ
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
新
年
会
な
ど
町
会
の
行
事
に

参
加
す
る
（
参
加
で
き
る
）
方
も

少
な
く
な
り
、
昭
和
の
頃
の
活
気

あ
る
町
会
の
姿
は
、
残
念
な
が
ら

あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
で
は

子
ど
も
の
大
切
な
行
事
「
青
山
様
」

や
「
三
九
郎
」
な
ど
を
行
う
の
も
、

子
ど
も
が
減
れ
ば
当
然
大
人
（
保

護
者
）
の
人
数
も
足
り
ず
、
行
う

の
も
簡
単
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
町
会
長
を
は
じ
め
と
し

た
町
会
役
員
決
め
も
一
苦
労
で
、

格
差
社
会
・
少
子
高
齢
化
の
現

在
、
若
者
・
高
齢
者
・
男
女
問

わ
ず
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
働
く

こ
と
を
国
が
推
進
し
、
定
年
を
と

う
に
過
ぎ
た
高
齢
者
で
も
働
く
人

　

こ
こ
松
本
は
主
人
の
故
郷
。

　

触
れ
合
う
方
々
に
「
何
処
の
生

ま
れ
？
」
と
聞
か
れ
る
。
私
の
ア

ク
セ
ン
ト
の
違
い
だ
ろ
う
か
。

　

鹿
児
島
の
小
さ
な
村
で
生
ま
れ

育
ち
、
そ
の
後
三
重
県
に
住
み
主

人
と
出
会
い
四
十
数
年
。
主
人
の

定
年
と
同
時
に
両
親
の
介
護
で
帰

郷
し
て
八
年
目
に
な
る
。

　

都
会
的
な
街
並
み
、
医
療
の
充

実
、
学
問
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
堂
々

と
し
た
礎
に
誇
ら
し
げ
に
建
つ
国

宝
松
本
城
。

が
増
え
、
町
会
役
員
を
こ
な
せ
る

人
材
が
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
で
す
の
で
こ
れ
か
ら
は
、
誰

で
も
参
加
し
や
す
い
シ
ン
プ
ル
な

町
会
へ
移
行
し
て
い
く
よ
う
、
市

役
所
職
員
の
方
々
と
と
も
に
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

シ
ン
プ
ル
な
町
会
へ
移
行
し
て

い
く
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
子
ど
も

や
高
齢
者
が
、
各
町
会
の
公
民
館

や
第
二
地
区
公
民
館
を
も
っ
と
気

軽
に
利
用
で
き
る
場
に
す
る
の
が

理
想
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
公

民
館
と
い
う
少
し
硬
い
印
象
の
公

共
の
場
を
憩
い
の
場
と
し
て
も
っ

と
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

栄
町
公
民
館
長
　
瀧
沢  
吉
孝

向
島
町
会
　
上
條  

ム
ツ
子

次
代
の
暮
ら
し
や
す
い

　
　
　
　
　
　
町
づ
く
り

私
と
「
信
濃
の
国
」

う
開
放
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
気
軽
に
ふ
ら
っ
と

立
ち
寄
れ
て
、
面
識
が
な
く
て
も

誰
か
し
ら
話
し
相
手
が
い
て
、
子

ど
も
、
高
齢
者
（
大
人
）
問
わ
ず

遊
べ
て
、
お
茶
も
飲
め
て
と
い
う

よ
う
な
憩
い
の
場
に
な
れ
ば
、
町

会
行
事
な
ど
の
決
め
事
が
な
く
て

も
人
が
集
い
、
自
発
的
に
役
割
を

分
担
し
、
い
つ
で
も
明
る
く
活
気

あ
る
町
会
と
な
っ
て
い
く
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
公
民

館
維
持
管
理
な
ど
の
費
用
や
人
材

等
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
暮

ら
し
や
す
い
第
二
地
区
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

で
も
、
未

だ
に
不
思
議

に
思
う
事
が

あ
る
。

　

そ
れ
は
街

中

で

の

こ

と
。
五
十
ｍ

先
に
は
信
号

機
付
横
断
歩

道
が
あ
る
の

に
、
そ
の
手

前
の
横
断
歩

道

を

当

然

渡
っ
て
い
い

も
の
と
、
走

行
し
て
い
る

車
を
止
め
て

自
転
車
や
人
々
が
渡
る
姿
を
目
に

す
る
。
恐
怖
を
感
じ
る
。
他
県
で

は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
街
な
ら

で
は
の
ル
ー
ル
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
母
を
二
年
前
に
施
設
に

預
け
た
。
時
間
と
心
に
余
裕
が
出

来
た
こ
ろ
友
人
に
「
福
祉
ひ
ろ
ば

で
サ
ー
ク
ル
活
動
を
や
っ
て
い
る

け
ど
覗
い
て
み
な
い
？
」
と
誘
わ

れ
ご
一
緒
し
た
。
そ
れ
が
「
テ
ィ

ン
ク
ル
ス
タ
ー
」。
先
生
か
ら
渡

さ
れ
た
譜
面
が
耳
に
し
た
事
の
な

い
「
信
濃
の
国
」
で
、
六
番
ま
で

の
長
い
曲
で
、
四
番
は
完
全
に
曲

調
が
違
う
。
私
は
四
番
担
当
。
歌

詞
に
は
名
所
旧
跡
が
折
り
込
ま
れ

て
県
内
巡
り
が
出
来
そ
う
。
最
初

の
不
安
は
何
処
へ
や
ら
、
練
習
日

が
待
ち
遠
し
い
く
ら
い
に
な
り
、

昨
年
は
慰
問
や
文
化
祭
に
参
加
し

た
。「
信
濃
の
国
」
制
定
五
十
年
。

県
下
の
行
事
で
は
誰
も
が
耳
に
し

口
ず
さ
む
事
で
し
ょ
う
。

　

ベ
ル
を
始
め
て
六
月
で
一
年
に

な
る
。
先
輩
方
の
指
導
に
よ
り
い

ろ
ん
な
曲
に
巡
り
合
い
た
い
。

　

最
後
に
、
薩
摩
の
国
に
生
ま
れ
、

伊
勢
の
国
に
暮
し
、
今
信
濃
の
国

に
住
む
。
忙
し
く
過
ぎ
た
歳
月
を

省
み
な
が
ら
「
信
濃
の
国
」
の
人

と
誇
れ
る
自
分
に
な
り
た
い
。
そ

し
て
、
歌
詞
の
名
所
旧
跡
に
も
足

を
運
ん
で
み
よ
う
か
な
あ
。

平成30年８月12日（日）
午後６時30分から  
深志神社境内にて  

第二地区

かき氷、わたあめ、

スイカ割りなど、

お楽しみもあるよ！

（無料）
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平成30年７月１日現在

1,447世帯

2,638人

1,237人

1,401人

総世帯数

総 人 口

男

女



　

４
月
18
日
か
ら
始
ま
っ
た
パ
ソ
コ

ン
講
習
会
も
、
約
３
分
の
１
が
終
了

し
、
約
10
名
の
受
講
者
が
、
今
井
先

生
と
共
に
楽
し
く
和
気
藹
々
と
奮
闘

し
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
製
に
取
り

組
み
ま
し
た
が
、
中
々
難
し
く
画
像

の
加
工
等
に
苦
戦
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
通
知
の
作
成
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
で
も
間
に
合
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
22
日
の
ふ
れ
あ
い
健
康
教
室

は
認
定
こ
ど
も
園
深
志
ゆ
り
組
の
27

名
の
園
児
と
七
夕
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

　

園
児
に
よ
る
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
か

ら
始
ま
り
、
続
い
て
60
名
の
参
加
者

と
一
緒
に
七
夕
か
ざ
り
作
り
と
飾
り

つ
け
。
約
１
時
間
の
交
流
は
瞬
く
間

に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

　

笹
竹
に
は
「
山
雅
の
選
手
に
な
り

た
い
で
す
」
と
か
「
大
人
に
な
っ
た

ら
国
際
警
察
官
に
な
り
た
い
」
と
い

う
園
児
ら
し
い
願
い
に
混
ざ
っ
て「
足

の
痺
れ
が
治
り
ま
す
よ
う
に
」
と
い

う
短
冊
も
あ
っ
た
。

　

六
月
中
に
梅
雨
明
け

と
な
っ
た
の
は
観
測
史

上
初
め
て
と
の
事
。

　

気
象
環
境
が
狂
い
始

め
た
の
か
な
ー
、
と
感

じ
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

世
界
中
を
熱
狂
さ
せ
た
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
。
我
が
日
本
チ
ー
ム
は

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
出
場
を
果
た

し
た
が
、
惜
し
く
も
ベ
ル
ギ
ー
に

二
対
三
で
逆
転
負
け
。
ベ
ス
ト
エ

イ
ト
に
残
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と

な
ん
だ
な
ー
と
思
う
。

　

夏
本
番
。
夏
と
言
え
ば
全
国
で

行
わ
れ
る
『
花
火
大
会
』。

　

花
火
好
き
の
私
に
と
っ
て
は
血

が
騒
ぐ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
地

域
の
近
辺
で
は
、
諏
訪
湖
そ
し
て

長
岡
の
花
火
大
会
が
有
名
で
あ
る

が
、
最
近
思
う
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
花
火
が
開
く
際
に
放
つ
色

彩
が
す
こ
ぶ
る
『
綺
麗
で
豊
か
』

に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

花
火
の
世
界
も
技
術
革
新
が
進

み
年
々
改
良
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
花
火
の
醍
醐
味
は

『
光
』
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が

炸
裂
し
た
際
に
発
す
る
『
音
響
』

だ
。
特
に
十
号
玉
の
発
す
る
炸
裂

音
な
ん
ぞ
内
臓
に
響
き
快
感
だ
。

　

熱
中
症
。
水
分
補
給
と
十
分
な

睡
眠
時
間
確
保
で
こ
の
夏
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
！
。�

（
青
栁
）

栄
　
町�

大
石
　
建
彦

長
沢
町�

清
澤
　
梁
一

梅
ヶ
枝
町�

降
籏
　
勝
一

◆
文
化
委
員

南
源
地�

◎
三
村
　
隆
彦

南
源
地�

○
伊
藤
　
博
敏

南
源
地�

秋
山
　
博
見

北
源
地�

筒
井
　
完
次

宮
村
町
１
丁
目�

瀬
原
田
久
隆

宮
村
町
２
丁
目�

小
林
　
九
雄

栄
　
町�

竹
平
　
隆
一

向
　
島�

上
條
　
一
茂

飯
田
町
１
丁
目�

丸
山
　
昌
巳

中
条
東
第
１�

丸
山
　
直
道

中
条
東
第
２�

岩
佐
　
　
仁

中
条
東
第
４�

北
澤
　
　
昭

南
源
地�

茅
野
　
幸
隆

北
源
地�

大
野
　
貴
由

長
沢
町�

小
林
寿
美
子

錦
　
町�

石
井
　
博
志

栄
　
町�

瀧
沢
　
吉
孝

常
盤
町�

市
川
　
英
夫

向
　
島�

福
田
　
守
孝

天
神
南
小
池
町�

中
野
　
勝
由

中
条
東
第
１�

西
村
　
好
寛

中
条
東
第
２�

松
宗
佳
代
子

中
条
東
第
３�

青
柳
　
　
茂

中
条
東
第
４�

横
山
　
和
美

宮
村
町
１
丁
目�

小
林
　
寛
也

宮
村
町
２
丁
目�

小
林
　
敬
司

飯
田
町
１
丁
目�

林
　
　
　
真

飯
田
町
２
丁
目�

村
上
　
圭
子

小
池
町�

鴻
田
　
益
孝

常
盤
町�

高
橋
　
直
之

錦
　
町�

古
賀
　
　
寛

小
池
町�

小
林
　
純
子

南
源
地�

井
上
真
由
巳

宮
村
２
丁
目�

牟
禮
　
徳
子

（
◎
：
委
員
長
　
○
：
同
副
）

◆ 

運
営
委
員

町
会
連
合
会
会
長�

◎
杉
浦
　
　
勝

　
　
〃
　
副
会
長�

○
青
柳
　
孝
明

　
　
〃
　
副
会
長�

○
秋
山
　
博
見

　
　
〃
　
　
会
計�

横
山
　
知
充

町
内
公
民
館
長
会
会
長�

中
嶋
　
弘
壽

民
生
･
児
童
委
員
協
議
会
会
長�

松
田
　
妙
子

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
会
長�

横
内
　
美
香

日
赤
奉
仕
団
分
団
長�

青
柳
小
百
合

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
会
長�

根
本
二
三
子

子
ど
も
会
育
成
会
会
長�

北
原
　
　
修

体
育
協
会
理
事
長�

大
野
　
幸
司

前
町
会
連
合
会
会
長�

関
口
　
隆
男

◆ 

館
報
編
集
委
員

中
条
東
第
２�

◎
井
野
根
　
修

錦
　
町�

○
青
柳
　
孝
明

梅
ヶ
枝
町�

川
上
　
明
彦

南
源
地�

茅
野
美
代
子

南
源
地
（
全
市
版
）

�

井
上
真
由
巳

◆
体
育
委
員

中
条
東
第
３�

◎
横
山
　
知
充

長
沢
町�

○
木
下
　
眞
吾

天
神
南
小
池
町�

高
根
　
　
基

栄
　
町�
前
川
　
信
俊

飯
田
町
２
丁
目�
中
藤
　
俊
夫

栄
　
町�

坪
田
　
倉
平

中
条
東
第
１�

武
井
　
一
幸

◆
図
書
視
聴
覚
委
員

小
池
町�

◎
小
林
　
正
一

中
条
東
第
４�

○
丸
山
　
公
正

北
源
地�

須
澤
美
保
子

中
条
東
第
２�

上
條
美
代
子

平
成
三
十
年
度

公
民
館
五
部
門
委
員

園
児
と
七
夕
交
流

ふ
れ
あ
い
健
康
教
室

和わ 

気き 

藹あ
い 

々あ
い

公
民
館
講
座 

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

松 本 市 公 民 館 報2018（平成 30）年7月30日（月） 第122号④【第二地区版】


